
平成２９年度全国学力・学習状況調査の実施について 

義務教育課   

Ⅰ  本体調査の概要 

  １  調査の目的 

    ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や 

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

    ○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善に役立てる。 

    ○そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

  ２  調査対象       

小学校第６学年、中学校第３学年 

 

  ３  調査実施日     

平成２９年４月１８日（火） 

 

  ４  調査内容 

  （１）教科に関する調査（小学校…国語、算数  中学校…国語、数学） 

      ○主として「知識」に関する問題 

      ○主として「活用」に関する問題 

 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

    ○児童生徒に対する調査 

        ・学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面等に関する調査 

      ○学校に対する調査 

        ・指導方法に関する取組や、人的･物的な教育条件の整備の状況等に関する調査 

 

  ５  参加学校数等 

      ○参加学校数  計  ４３４校 

・小学校２８２校、特別支援学校（小学部）３校 

        ・中学校１４４校、中等教育学校１校、特別支援学校（中学部）４校 

 

      ○参加児童生徒数  計  約２２,５００人 

        ・小学校  約１１,０００人 

        ・中学校  約１１,５００人 



【特徴的な問題例】（国語Ｂ１三】 

折り紙の魅力について、スピーチメモとグループの話合いで出された意見を基に書く問題 

Ⅱ 調査問題の概要 

 

１ 教科に関する調査 

 

小学校国語  Ａ：１５問（前年比±０） Ｂ：９問（前年比－１） 

Ａ問題では、報告場面の一部や手紙文などから読み取る問題のほかに、学校で配布さ

れるようなお知らせプリントの中で、漢字の読み書きの問題を出題するなど、実生活に

必要な言語事項の基礎的な知識・技能に関する問題が出題された。 

Ｂ問題では、日本語を学んでいる外国の人たちに「折り紙」について紹介するに当た

って、スピーチの練習を記録した動画を見る目的の考察、メモや友達の助言から効果的

な事柄を選択してのスピーチ原稿の推敲など、実際の学習場面での活用を想定した問題

が出題された。 
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小学校算数  Ａ：１５問（前年比－１）  Ｂ：１１問（前年比－２） 

Ａ問題では、同じ大きさのいくつ分かで比べる方法を選ぶ問題、立方体の展開図を見て示され

た面に平行な面を選ぶ問題など、すべての領域で基礎的な内容を問う問題が出題された。数量関

係では、未知の数量を表す□を用いて、問題場面を除法の式に表すことができるかどうかをみる

問題などが出題された。 

Ｂ問題では、カードを使った２桁の引き算の規則性を見出し説明することや、学校にハンカチ

とティッシュペーパーを持って来た人数について、二次元表の特徴を基にした論理的な考察、目

的に応じた適切なグラフの選択など、日常の事象を数理的に捉え、算数のよさに気付くことをね

らいとした問題が出題された。 

 【特徴的な問題例  算数Ｂ４】 

  示された式の中の数が表す意味を書き、その数が表のどこに入るかを選ぶ問題 

学年全体の人数に対するハンカチとティッシュペーパーの両方を持ってきた人数を表してい

るグラフを選ぶ問題 

 

［正答］ 
（１）【「８」が表す人数】 
    ８は、ハンカチを持ってきて、ティッシュ 

ペーパーを持ってこなかった人数です。 
【記号】イ 

（２）３ 



中学校国語  Ａ：３２問（前年比－１）  Ｂ：９問（前年比±０） 

 Ａ問題では、散文や韻文の解釈、スピーチの構成の工夫や効果的な資料の示し方、自分の体験を

もとにして書いた物語の推敲、行書の基礎的な書き方等、国語科の指導事項の基礎的・基本的な内

容が出題された。また、話合いの結果を端的に表す言葉を考えるなど、語彙力を求める問題が出題

された。 

 Ｂ問題では、けん玉のコツを伝えるスピーチや文学作品の紹介冊子を作成する学習活動等、日常

生活や学習活動の流れに沿った問題が出題された。また、本の紹介カードを見て、実際に読書し、

読書の記録に考えを書くという一連の読書活動を扱った問題も出題された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特徴的な問題例  国語Ｂ１三】 

 

 比喩を用いた表現に着目し、感じたことや考えたことを書く問題  

 

 

 

［正答例］ 

＜心に残った一文＞ 

興奮のあまり黒い目が濡れたように光って怖いくらいだった。 

＜感想＞ 

七葉が自分の思い付きに興奮して目を輝かせている様子を表

していて、七葉がお皿を水に濡らすことに夢中になっている姿が

想像できます。 



中学校数学  Ａ：３６問（前年比±０）  Ｂ：１５問（前年比±０） 

Ａ問題では、単位量あたりの重さを文字式で表す問題や、文字式における文字や数の表す内容

を適切に読み取る問題など、すべての領域から、基礎的・基本的な内容を問う問題が出題された。

また、「図形」の領域で作図の根拠を考える問題、「資料の活用」の領域では、確率の考え方を

問う問題などが出題された。 

Ｂ問題では、対称図形の性質を用いて「万華鏡の中に写し出される図形」について考察する問

題や、ダムの貯水量の変化を一次関数と捉えて、ある量になるまでに経過した日数を求める方法

を説明する問題など、これまで同様、数学を使って日常生活の課題を解決する力を問う問題が出

題された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【特徴的な問題例  数学Ｂ１(１)】 

 

  隣り合う４枚の正三角形の真ん中の１枚をある模様としたときに、残りの３枚にできる模様

を選ぶ問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［正答］ ウ 



２  生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 

 児童生徒に対する調査   小学校：92問（前年比+7）中学校：94問（前年比+9） 

    学校での学習活動や学習内容の活用状況、部活動への参加や放課後の過ごし方、家族

や地域との関わりなどに関する質問が新たに追加された。また、休日の過ごし方、携帯

電話やスマートフォン等を使用する上での約束、家族や地域との関わり、外国や外国の

人への関心・関わりについてのいくつかの質問が復活した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新たに追加又は復活した質問】 

○学校での学習活動や学習内容の活用 

 ・友達と話し合うとき、友達の考えを受け止めて、自分の考えを持つことができる。 

・授業で学んだことを、ほかの学習や普段の生活に生かしている。 

○部活動への参加、放課後や休日等の過ごし方 

・学校の部活動に参加していますか。（中学校のみ） 

・普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、部活動をしますか。（中

学校のみ） 

・普段（月曜日から金曜日）、家から出発してから学校に着くまでに、どれくらいの時

間がかかりますか。 

・放課後に何をして過ごすことが多いですか。 

・土曜日の午前（午後）は、何をして過ごすことが多いですか。 

○携帯電話やスマートフォン等を使用する上での約束 

 ・携帯電話やスマートフォンの使い方について、家の人と約束したことを守っていま 

すか。 

・テレビを見る時間やゲームをする時間などのルールを家の人と決めていますか。 

○家族や地域との関わり 

・家の人（兄弟姉妹は含みません。）と将来のことについて話すことがありますか。 

・家の人（兄弟姉妹は含みません。）は、授業参観や運動会などの学校の行事に来ます

か。 

・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがある。 

・地域の大人（学校や塾・習い事の先生は除きます。）に勉強やスポーツを教えてもら

ったり、一緒に遊んだりすることがありますか。 

・授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会があった

と思う。 

○外国や外国の人への関心・関わり 

・外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思う。 

・将来、外国へ留学したり、国際的な仕事に就いてみたりしたいと思う。 

 

 



 学校に対する調査   小学校：111問（前年比-5）中学校：109問（前年比-5） 

 国語・算数（数学）の総授業時数、カリキュラム・マネジメント、学習評価、小学校教

育と中学校教育の連携、家庭学習、教員研修に関する一部の質問が削除された。 

 また、指導方法や学習規律、個に応じた指導、地域の人材・施設の活用に関する質問等

が新たに追加された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ  保護者に対する調査の概要 

 

１ 調査の目的 

      家庭環境と児童生徒の学力等の関係について分析することにより、国、教育委員会

及び学校における教育施策や教育指導の改善・充実に役立てる。 

 

２ 調査対象 

      文部科学省が無作為に抽出した公立学校において、本体調査を受けた児童生徒の保

護者 

      ※全国で小学校１２００校程度、中学校８００校程度 

      

３ 調査実施日 

      平成２９年５月８日（月）～５月２９日（月） 

      ※期間中で調査対象校が実施可能な期間 

 

４ 調査内容 

      児童生徒の家庭における状況、保護者の教育に関する考え方等 

 

５ その他 

      抽出校名は非公表 

 

 

 

【新たに追加された質問】 

○児童 

 ・調査対象である第６学年の児童のうち、就学援助を受けている児童は、何人ですか。 

○指導方法・学習規律 

 ・各教科等で身に付けたことを、様々な課題の解決に生かすことができるような機会 

  を設けた。 

○個に応じた指導 

 ・算数（数学）の授業において、前年度の第５学年（第２学年）で、年間を通じてお

およそ何人の集団で指導しましたか。 

○地域の人材・施設の活用 

 ・地域や社会をよくするために何をすべきかを考えさせるような指導。 

 ・授業や課外活動で地域のことを調べたり、地域の人と関わったりする機会の設定。 




